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ご利用になれません。一般電話は、携帯 
電話- PHS からご利用可能ですび、通話 
料びかかります。 



取扱説明書 

-Advanced MCACC PC 表示用アプ U ケーシヨンソフトー 


お取り扱いについてお困りのとさ 

http://pioneer.jp/support/ 

カスタマーヴポートセンター 


受付時間 







この取扱説明書について 


VSA 丄 X 日]/]日] 8 AH の Advanced MCACC で測定した部屋の残響周波数特性および 
MCACC のパラメーターを、お客様のパソコンで表示する専用アプ U ケーシヨンソフトの取扱説 
明書です。 

インス I -ールち法から困ったとさの対処まで、同アプ U ケーシヨンを使ラとさの情報び記載され 
ています。なお、アプ U ケーシヨン使用の際は製品本体の操作わ必要ですので、製品に付属の取扱 
説明書ちあわせてご覧ください。 


Advanced MCACC アプリケーシヨンについて 


Advanced MCACC アプ U ケーションソフトの機能は、製品本体の機能 「Reverb View 」 （与 
VSA - LX 5 1/1018 AH 取扱説明書67ページ参照)と同じ目的で使われる機能で、視聴環境の残 
響特性をグラフ表示するものです。パソコンを使うことで、グラフをより美しくわかりやすく表 
示することびでさます。また、製品本体の MCACC MEM 日 R 丫内にある測定値を表示することわ 
でさます。 

■アプリケーションを使用ずるための PC 環境の必要条件 

•日 S (オペレーテイング•システム）び、 Microsoft ⑨ 「 Windows ® XP(Service Pack 2)」、 「 Windows ® 2 日日日」の 
いずれかであること 

•CPU び Pentium 3/300 MHzl ； (上か、 AMD K 6/300 MHzl ； (上(または1日日〇/〇互換性のある CPU ) であること 
•メモ U —び] 28 M 目じ(上であること 
•画像解像度び8日日 X 6日日ドット1；(上であること 
- RS -232 C ポートを搭載していること 

(COM ポートの設定につい口まパソコンメーカーへお問い合わせください） 


Microsoft、Windows XP および Windows 
2000は米国 Microsoft corporation の米国お 
よびその他の国における登録商標または商標です。 


■アプリケーシヨンの主な特長 

1. 視聴環境の残響特性を3次元グラフで表示します。 

2. Advanced MCACC による EQ 補正後の残響特性を3次元グラフで表示します。 

3. Advanced MCACC によるパラメーター(測定結果)を一覧表示します。 

4. グラフの表示方法をさまざまに変更でさます。 

5. 測定した各種データをパソコンに保存でさます。 

6. 測定時の部屋の状況などを記録でさるメ f 機能びあります。 

7. 各グラフおよび MCACC のパラメーターを印刷することびでさます。 



アプリケーシヨン 
に03て 
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〔 Advanced MCACC アプリケーシヨンについて（つづき） リ 

■アプリケーションの活用方法 

1. 製品本体の機能の 「Advanced EQ Setup 」（^ VSA - LX 己1/101 8 AH 取扱説明書67 
ページ参照)を行うとさ、どの時間位置で補正を行うかを手動で設定でさますび、その時間 
位置を決定するために、本アプ U ケーションの残響特性グラフ （ Reverb ) を参考にするこ 
とびでさます。 

詳しくは、 ►グラ フの見かた （ 19ページ) をご覧ください。 


2. 部屋の残響特性の乱れは正確な音場再現の障害となります。グラフ表示機能は、視聴環境 
の残響周波数特性を目で確認でさる、強力なツールとなります。また、お客様び残響対策 
のために施した吸音材などの効果を、目で確認することびでさます。 

詳しくは、 ►グラ フの見かた （ 19ページ) をご覧ください。 


3. MCACC のパラメーター表示 （MCACC Parameters ) では、製品本体の MCACC 
MEM 0 R 丫内に設定されている全パラメーター(測定結果)をパソコン上に一覧表示して 
確認することびでさます。 

詳しくは、 ► MCACC のパラメーター表示に6ぺージ) をご覧ください。 


アプリケーシヨン 
に03て 
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アプ y ケーシヨンのインストール 


ダウン□ー ドしたインストーラー X •を使って、お客様のパソコン ヘア プ U ケーシヨンをインス 
トールします。 

※-インス I -ーラーファイルはお客様びダウン□ー ドした際に指定したフォルダに保存されています。 

-1；(前の Advanced MCACC アプ U ケーシヨン [ Ver . 1.1]、 [ Ver . 1 .4] または [ Ver . 2.日]をインス I ルしている 
お客權ま、アプ U ケーシヨンの更新を行ってください。詳細は r アプ U ケーシヨンの更新」 ( 一27ぺージ ) をご覽 
<ださい。 

① インストーラーファイル 国 

[ PioneerAdvancedMCACC 」_ ver _*_*. exe ] ※をダブルクリックずる。 

InstallShield ウィヴードび表示されます。 

(ご使用の PC 環境によっては表示されるまでに時間びかかることびあります） 

※ファイル名称の " ve 「_*_*" に表示される数値は、インス I ラーファイルのノくージヨンを表します。 

② [次へ]を選ぶ。 



⑤（使用許諾契約の内容に同意した！ 5) r 使用許諾契約の条項に同意しまず」を 
選んでか!5、[次へ]を選ぶ。 



木ソフトウェアエンドユーザーライセンブ契約（が下「本契約 J といい 
ます）は、パイオニアの AV アンプ(レシーバー)製品の正当な所有をであ 
るわを樣 （ 「プログラム」をインブトールする個人ぶび個人が巧表して 
いる全ての法人単がをいいます）似下「わ客域」といいます）とパイ 
オニア株式を村；（が下 r パイオニア J という）との間で締結されます。 

わをホ美が「ザ n ザろム I ホわ，リ k マ。,プも T バはインブ一 ん寸る辛輔 
C 诗巧許諾契.約の桌巧に同まします(を)： 巧刷の I 

r ほ巧な法契巧の美巧に同ましません(じ） 

<房る旧） [ みへ(の> I キャン t ル」 


インス I -ール先の選択画面になります。 続 < j \ 


困つたとを 


►国 をダブルク IJ ックするとエラ~表示び出て、インスト~ルでさない。 表紙へ© 
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アプリケーシヨンの 
V ンストール 






























アプリケーションのインストール（つづき ） I 


④ユーザ情報を入力してか!5 [次へ]を選ぶ。 




: L ーザ情報 

■倍沛を入力してください。 







< 戻る但）ホへ化）> I キャン t ル」 


⑥[次へ]を選ぶ。 


インストール先のフォルタ’ 

このフォルタ’じインストールする巧合は、 r か\」を如》ウしてください。則のフォ 
ンかづレする巧合(も「あち」を如ツルます。_ 



。 


Pioneer Advanced MCACC のインストールホ： 

C :¥ Progr 3 m Files¥Pioneer Corporation¥Pioneer Advanced 巧更に） I 

MCACC ¥ --- ' 


試旧）」^みへ触>」キャンセル I 


「インス!-ール先のフオルダ」にある場所にアプ U ケーシヨンびインス!-ールされます。 
[変更]をク U ックすると、インス I -ール場所を変更でさます。 


⑥[インストール]を選ぶ。 


田 


ブ□ヴラムをインストールする準楠びできました 
ウイザ-ドは、インスト-ルを刷をする對甫ができましを。 


_ 过 


インストールの設ミをき賜したりををする場合は、「戻る J を如ッルてください。「キャン忆)レ」をク 
リックすると、ウィザードをが了します。 

現をの設定； 

セットアップタパ： 

语宰 

インストールホフ3ルタ： 

C:¥Prograrin Files 拌 ioneer Corporati 肌 ¥Pioneer Advanced MCACCM 
ユーザ信骗； 

本本本本本本本本 
本本本本本本本本 


ご戻る(巨）インストールな） ）1 キャンセル 


デスクトップに蛙ショ-トヵットァィコンび作成されます。 心 表紙へ巧 

己 


アプリケーシヨンの 
V ンストール 

































r アプリケーシヨンのインストール（つづき） ) 

⑦[完了]を選ぶ。 



アプ IJ ケー シヨンのインス I ^ールを終了します。 


アプリケーシヨンの 
V ンストール 
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裝品本巧の操かとケーブルの接続 


製品本体で測定した各種データをノ（ソコンで表示するために、本体とノ（ソコンの接続を行います。 

①製品本体とパソコンを RS -232 C ケーブルで接続ずる。 

A 機器の接続、変更を行ラ場合は、必ず接続するすべての機器の電源を切り、電源コード 
4^をコンセントから抜いてください。電源コードは最後に接続してください。 


RS-232C 


RS-232C 



(0"— 〇 


或 


VSA-LX51 

VSA-1018AH 


^ / 

冒 


/—^ J ―\ 


马械て III J 




PC 


-ノート PC など、 RS -232 C 端テびない PC をお使いの場合は、市販の US 巳- RS -232 C 変換 
ケーブル ( USB - シ U アルケーブル)を使って USB 経由で接続することで、本アプ U ケーシヨ 
ンをご使用いただけます。 US 巳接続の場合は、データ通信時に選択する C 日 M ポート番号 (一 
1 日ぺ~ジ ) にご注意ください。 

•使用するケーブル•勺まメスーメス、ク□スタイプです。ただし、メーカーによって呼称び異な 
るため、インター U ンク、 U バースタイプなどと呼ばれることわあります。 

※使用できる RS -232 C ケーブルの結線図のパターン 



2 - 

3 - 

4 - 
己- 
巨- 

7 - 

8 - 
フレーム- 

D-sub9pin メス 


■3 
■2 
■巨 
■已 
■4 
■8 
■7 

-フレーム 

D-sub9pin メス 


• iU 下のケーブルで動作確認済です。 


メーカー 名 

ケーブル型番 

(株)アク□ス 

ADR 226 

ヴンワサプライ（株） 

KR 丄 K 3 


製品本巧の操作と 
ケーブルの接続 
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Q 製品本化の操作とケーブルの接続（つづき ）) 

③ 製品本体の操作で [Auto MCACC (ALL)] を巧う。片 VSA 丄 X51/ 

101 8AH 取扱説明書 12 ぺージ参照） 

RS -232 C ケーブルの接続前に、既に [ Aut 日 MCACC ( ALL )] を行っている場合はここで 
の設定は必要ありません。⑤へお進みください。 

⑤製品本体の操作で [Manual MCACC] の [EQ Professional] を選んでか! 5 
[Reverb Measurement] を選び、部屋の残響特性を測定ずる。 

(与 VSA 丄 X5 1/101 8AH 取扱説明書 67 ぺージ参照） 

部屋の残響特性を測定したいときは [ EQ 日 FF ] を選んで、に TART ] を選びます。 


3e.EQ Professional 

MCACC 

: M1.MEMORY 1 

Reverb 

Measure with 

4 口 ♦■• 口 a ► 


[START ] 


ろ ： Cancel 


EQ 補正後の部屋の残響特性を測定したいときは、あらかじめ [Auto MCACC ( ALL ) P を 
行ってから [ EQ 日 N ] を選んで、 [ START ] を選びます。 (一24ぺージ) 

《 EQ 補正後の残響特性の測定は 、 [Auto MCACC ( ALL )] を行ったときと同じマイク位置で測定してくださ 
し、。また、製品本体で選ばれている MCACC MEM 日 RY 内の EQ 値で測定されますので、残響特性の測定前に 
あらかじめ補正後の測定をしたい MCACC MEM 日 RY を選んでおいてください。 


3e.EQ Professional 

MCACC 

: M1.MEMORY 1 

Reverb 

Measure with 


[START ] 


ろ ： Cancel 


続く^^ 


製品本巧の操作と 
ケーブルの接続 
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製品本体の操作とケーブルの接続（つづき リ 


④ [Data Management ] か!5 [Output PC ] を選ぶ、。 

に tart the MCACC application on your PC ] と表示されて、パソコンへデータ転送す 
るスタンノ くイ状態になります。 


4.Data Management 


4e.Output PC 

a. MCACC Data Check 

b. Memory Rename 

c. MCACC Memory Copy 

d. MCACC Memory Clear 

A 

Start the MCACC 

■ e . Output PC ■ 


application on your PC 

1 ろ : Return 


±)：Cancel 


(上で、測定データのパソコンへの転送準備は終了です。 
^アプ U ケーショ ンの操作へ進んで、 データ転送を行います。 


製品本巧の操作と 
ケーブルの接続 
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アプ y ケーシヨンの操伟 


測定データの受信から、グラフ表示、データの保存までを行います。 

■測定データの受信 

①パソコンのデスクトップに表示されているアプリケーシヨンの图シヨート 
カットアイコンをダブルクリックずる。※ 

アプ IJ ケーシヨ ンび開さます。 

※または、 [ START ] メニユーから[プ□グラム]一 [Pioneer Corporation ] 一 [Advanced MCACC ] を選びます。 

③メニューパーの [ File ] か!5 [ Receive ] を選ぶ。 


File(F) Edit の Display CD) Window CW) Help(H) 


掠 0pen(0)... 

加 1+0 

Close CO 


回 SaveCS) 

加 l+S 

Save As(A)... 


# Print(P) 


な Preview(V) 

j 


⑤ RS -232 C を接続している COM ポート番号※を選択ずる。 

※(:日 M ポート番号びわからない場合は、 [ C 日 Ml ] から順番に選んで実行してみてください。 



COM ポート番号の 
選択ボックス 


の 

• C 日 M ポートの設定については、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 


続く 


困つたとを 


► [ Receive ] を選んだとき、エラー表示び出てデ~夕を転送できない。 表紙へ© 
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アプ U ケーシヨンの 
操作 






















アプリケーションの操作（つづき）) 


④受信したいデータの種類を選択して [0 K ] を選ぶ。 

「 Reverb 」 は部屋の残響周波数特性を 、 「MCACC Parameters 」 は MCACC の各パラメー 
夕一 (測定結果) のデータを受信します。 「Group Delay 」 は本機では使用しない機能です。 
選んでわ何ち受信されません。 



データの種類 


データの受信び開始されます。 



終了すると、受信したデータび表示されます 


の 

•残響特性グラフ ( Reverb ) の表示用データは製品本体を日 FF にすると消去されます。この状態で 
データを受信しても、残響特性グラフは表示されません。測定後に一度電源を日 FF にしてしまつ 
た場合は、もう一度測定し直してください。 

• MCACC パラメーター (MCACC Parameters ) の表示用データは本体の電源を日 FF にしても 
消去されません。 

•誤動作防止のため、データ通信完了樹まパソ]ンと製品本体を接続している RS -232 C ケーブ 
ルを外しておいてください。 



アプ U ケーシヨンの 
操作 
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■グラフ、パラメーター表示(各部の名称と機能） 

測定データを受信すると、グラフ、パラメーターの表示画面になります。表示画面は 「 Reverb 」、 
「MCACC Parameters 」 の2つの項目に分かれています。それぞれの項目タブを選んで表示画 
面を切り換え、詳細を表示します。 「 Reverb 」 グラフ表示上、サラウンド左 ( SL ) とサラウンドち 
( SR ) は 「 Surr 日 und L A」（SL A ) とに urround R A」（SR A ) と表示されます。 
rGroup Delay 」 は本機では使用しない機能です。選んでも何も表示されません。 

• Reverb (部屋の残響周液数特性グラフ） 

各チヤンみレ/周波数ごとの個別表示とすべてのチヤンみレ/周波数の一覧表示 ( ALL 表示)を切り換 
えることびできます。下、チャンネル表示を例に個別表示と ALL 表示の各部について説明します。 




個別表示（例 ： Front L チャンネルを指定した表示） 


TpB-File(F) Ed けの Display 做 WindowfW) Help(H) 

.な I も/^ I 鲁丘1 2d[3d| る I 过 … I 




2 



ALL 凌术 
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が Fite の Edit© DispI が胁 WindowOM Help(H) 

な iBkl # 松 I ぶ峰|材 2 D |3 D | る I 田し. I 


-(J(x> 








Group Delay | Parameters 


アプリケーションの操作（つづき)^ 


アプ u ケーシヨンの 
操作 


6_ 71 8191 W 


1 

1 

1 

2 

1 

3 

1 

4 


監 I 


，通 


國 

n : 

囚矿 


J 做化#化ル認皆 


^ — 


























































































アプリケーションの操作（つづき）) 


• Parameters(MCACC 八ラメーターの一覧表示） 

すべての MCACC MEM 日 R 丫の測定結果を一覧表示します。それぞれの MCACC MEM 日 R 丫ご 
とに表示することわでさます。 


マ •• File(F) Edit(E) Display(D) Window <W) Help(H) 

- ぷ iBki # 松 I ぶ峰 I 向站|加 I る I 田し I 


」百 | X | 


2 


Group Delay 


- MCACC Parameters - 


2 邮 7.07.1217:00 


[ALL MEMORY] 


Speaker Settinq 

Channel Level 





Front 

Large 


【 Ml] 

IM2] 

[M3] 

[M4] 

[M5] 

[M6] 

Center 

Large 

Left 

-2'OdB 

-2'OdB 

-2 加 B 

-2 加 B 

-2'OdB 

-2.0dB 

Surround 

Large 

Center 

-5.0d 巳 

-5.0dB 

-S.OdB 

-S.OdB 

-S.OdB 

-S.OdB 

Surr Back 

Large X 2 

Right 

-2.5dB 

-2.5dB 

-2.5dB 

-2.5dB 

-2.5dB 

-2'5d 日 

Sub Woofer 

Yes 

Surround R 

-2.5dB 

-2.5dB 

-2.5dB 

-2.5dB 

-2.5dB 

-2.5dB 

Crossover 

孤 Hz 

Surr Back R 
Surr Back L 

W.SdB 

+0.5dB 

W'Sd 日 
-KD.SdB 

-K].5dB 

W'SdB 

4{].5dB 

-KD.SdB 

W.SdB 

+0.5dB 

W'SdB 

■fO.SdB 

X-Cunfe 


Surround L 

-2.0dB 

-2 加 B 

-2.0dB 

-2 加 B 

-2 加 B 

-2.0d 日 

OFF 


Sub Woofer 

■5.5dB 

-5.5d 己 

-5.5dB 

-5.5 犯 

-5.5dB 

-5.5dB 


[all memory こ } ■ 

File memo 


■6 
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Speaker Distance 

[Ml] [M2] [M3] (M41 [M5] [MB] 

Left 2.89m 2.89m 2.89m 2.89 m 2.89m 2.89m 

Center 之 63m 2.63m 2.63m 2.63m 2.bJm 2.63m 

Right 2.86m 2.86m 2.86m 2.86m 2.86m 2.86m 

Surround R 1.63m 1.63m 1.63m 1.63m 1.63m 1.63m 

Surr Back R 2.33m 2.33m 2.33m 2.33m 2.33m 2.33m 

Surr Back L 2.36m 2.36m 2.36m 2.36m 2.36m 2.36m 

Surround L 1.73m 1.73m 1.73m 1.73m 1.73m 1.73m 

Sub Woofer 2.84m 2.84m 2.84m 2.84m 2.84m 2.84m 


d 


Copyright(c)2003-2007 Pioneer Corporation. All Rights Reserved 
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アプリケーションの操作（つづき）) 


Display 

1 

が Graph ( G ) ► | 

グラフの表示方法び変更でさます。 

Graph2D 2DI : 2D に次元グラフ）で表示します 

GraphSD 挪 | : 3D (3 次元グラフ）で表示します 

Type CD 

残響特性グラフの表示タイプび変更できます。 

Each 加： 

すべてのチヤンネルをそれぞれ個別に表示します。 
視聴環境の残響特性グラフ（補正前は Each 加 
で表示されるので、各チヤンネ >1 レの残響特性び確認 
でさます。 

Pair 加： 

Front/Surround/Surr 巳 ack の各 L/R ペアのチ 
ヤンネルで合成した残響特性を表示します。 Pair 

Ch は補正後の残響特性グラフを表示するとさに 
使用します。 

Demo 

3 次元グラフを回転表示させる 


終了するには、もう一度選んでチェックマークを外します。 


1 . メニユーバー/メニユーアイコン 

それぞれのメニユーで、(下の項目を実行でさます。 


円 le 


み Open 

ノ（ソコンに保をしたファイルを呼び出す 卜] 8 ぺージ） 

Close 

ファイ J レを閉じる 

図 Save 

測定データをファイルに保をする （一] 7 ぺージ） 

Save As 

イ Receive 

測定データを受信する （一 1 日ページ） 

曇 1 Print 

表示している項目を印刷する^ 

(Reverb の場合は、表示している個別表示グラフを 
プ U ントアウトします） 

位 Preview 

プ U ント時のプレビュー画面を表示する※ 

Exit 

アプ U ケーシヨンを終了する 


《受信しなかった項目（データのない項目）は印刷、プレビューとちにでさません。 


アプ U ケーシヨンの 
操作 
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アプリケーションの操作（つづき）) 


Window 


み 1 Cascade 

ファイルを重ねて表示する^ 

円 1 Tile 

ファイルを並べて表示する^ 

Minimize 

画面を最小化する 

… Arrange 

最小化されたアイコンを整列する^ 


《複数のファイルを開いたとさに実行でさます。 


Help 

1 

Version Info 

アプ U ケーションのノ くージョン情報を表示する 


2. 表示項目の切り換えタブ 

選択した項目のグラフまたは MCACC パラメータ ー- 覧を表示します。 

「Group Delay 」 は本機では使用しない機能です。選んでも何も表示されません。 

3. Level [ dB ] 

レベル軸です。 

4. Time [ msec ] 

時間軸です。 

5. Channel memo (残響特性グラフのチャンネル表示時のみ） 

各チャンネルごとに簡単なメ f を記録でさます。 

6. 曰付/時刻表示 

測定データをパソコンへ転送した日付と時刻を表示します。 

7. チャンネルと周液数切り換えボタン 

Ch :チャンネルを指定する表示 f ー ド。（グラフの奥行さ軸に周波数び表示されます） 
Freq : 周波数を指定する表示 f ー ド。（グラフの奥行き軸にチャンネルび表示されます) 

8. —覧表示/個別表示切り換えメニュー 

-覧表示 ( ALL ) や個別表示 ( Left など)を選んで、表示したいグラフを指定します。 

9. グラフ表示調整バー 

Z :グラフの縦軸 （ LevelW 巳])目盛りの表示単位を拡大/縮小します。 

M :グラフの縦軸 （ LevelW 巳])目盛りの表示位置を移動します。 

E : 3次元グラフの視点を垂直方向に移動します。 （2 D 表示のとさは変更でさません） 

R : 3次元グラフの視点を水平方向に移動します。 （2 D 表示のとさは変更でさません） 


続< 


アプ U ケーシヨンの 
操作 
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アプリケーションの操作（つづき）) 


10. Bar Graph 

グラフの表示方法を変更します。押すたびに帯グラフ表示と棒グラフ表示び切り換わります。 



時間軸を移動します。 


11 . hile memo 

測定時の状況など、ファイルについてのメモをそれぞれの項目ごとに記録でさます。 

12. Reverb type 

残響特性び補正前 (EQ 日 FF ) の状態か補正後 (EQ 日 N ) の状態かを表示します。 

(補正後の場合は、残響測定に適用した EQ 補正カーブび表示されます） 

13. Legend 

グラフの色び、どのチャンネル/周波数に対応しているかを示します。 

14. Freq [ Hz ] /Channel 

チャンネル指定表示では Freq (周波数)軸、周波数指定表示では Channel (チャンネル)軸にな 
ります。 

15. -覧 表示/個別表示切り換えメニュー 

一覧表示 (ALL MEM 日 R 丫)ではすベての MCACC MEM 日 R 丫を、個別表示 ( MEMORY ] 
など)では、個別の MCACC MEM 日 R 丫を表示します。 



アプ U ケーシヨンの 
操作 
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アプリケーションの操作（つづき）) 


■グラフの保存 

製品本体から受信した測定データをパソコンに保存します。受信]回分のデータを]つのフアイ 
ルに保存でさます。 

①測定データを保存ずるには、 [ File ] か!5に ave ] ^を選ぶ。 

※一度保存したデータを再保存するとき、上書きせずに保存するにはに ave As ] を選んで 
<ださい。 


File(F) EditCE) Display (D) Window (W) Help(H) 

接 0pen(0)... 

Close (の 

C か 1+0 1 


Save fts(ft)... 

i 

V Receive 做 

i 

實 Print(P) 

1 

Preview(V) 



②保存ずる場所を確認し、ファイルに名称を付けて[保存]を選ぶ。 

ファイルは、 CSV 形式(拡張テは [ CSV ]) で保存してください。 

なお、測定データの受信び終了してファイルを保存したら、製品本体の操作に戻り、辰る]ボタン 
を押して転送待ち状態 (Start the MCACC application on your PC 表示状態)を終了してく 
ださい。（与 VSA-LX 己1/101 8 AH 取扱説明書71ページ参照） 

の 

•保存した CSV 形式ファイルは、他のアプ U ケーシヨンソフトを使って測定データを数値表とし 
て見ることわでさます。 

ただし、他のアプ U ケーシヨンでファイルを編集して保をした場合、 Advanced MCACC アプ 
U ケーシヨンではそのファイルを正しく開けなくなることびありますので、ご注意ください。 

続く、 


アプ U ケーシヨンの 
操作 
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アプリケーションの操作（つづき）) 


■保存した測定データの呼び出し 

複数のファイルを表示して、データを比較することびでさます。 

① メニューバーの [ File ] か! 5[0 pen ] を 選ぶ。 


File(F) Edit(E) Display CD) WindowfW) HeIpCH) 


Close CO 


図 SaveCS) 

Ctrl+S 

Save As(A)... 


Receive (R) 


藝 Print(P) 


位 PreviewM 



②表示ずるファイルを選択して欄く]を選ぶ。 

過去に保存した測定データびグラフ表示されます。 

■アプリケーションの終了 
① [ File ] か!5忙 xit ] を選ぶ。 

アプリ ケーションを終了します。 


アプ U ケーシヨンの 
操作 
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グラフの見かた 


3ページの「アプ IJ ケーシヨンの活用方法」にわあるように、残響特性グラフは製品本体の機能 
[Advanced EQ Setup 」 で補正時間位置を決定する際、参考にすることびできます。また部屋の 
残響対策の効果を確認するとさにわ有効です。 

■强響特性グラフ （ Reverb ) の見かた 

このグラフは、スピーカーから一定のテストノイズを出力し続けたときのマイク入カレベルの時 
間変移を示したものです D 

•まったく残響のない場合は、下図 A のようになります。 

•残響びある場合は、徐々に音響パワーび累積されて下図巳のようになります。 


の 

•低い周波数帯域は群遅延特性の影響で日 ms 付近の立ち上びりび鈍<なる場合びあります。 
•グラフび表示範囲外にあったり、範囲内のざりざりにある場合は、グラフ表示調整バーの Z 
( Zoom ) を操作してレベルの表示範囲を変更すると、グラフ全体を表示でさます。 

•各スピーカーの「距離と能率の差」による「ディレイとレベル差」は、グラフを見やすくするため、 
補正されたものを表示します。レベルについては本体で設定したチャンネルレベルび反映され 
るので、あらかじめ [Auto MCACC ] の [ ALL ] またはに hannel Level ] でレベルを補正してから 
残響測定をしてください。 

•各周波数帯で出カレベルに大さな差びある（周波数特性の乱れび大さい）場合でわ 、 [Auto 
MCACC ] の S 丫 MMETR 丫または ALL CH AD 」 UST 補正を行うことによって、チャンネルごと 
の周波数特性をフラットにおづけることびできます。(与 VSA - LX 51 / I 日1 8 AH 取扱説明書6日 
ページ参照） 

•製品本体の機能 「Acoustic Cal EQ 」 の補正値を、パソコンに表示されたグラフ上のレベルから 
算出することは困難です 。 （「Acoustic Cal EQ 」 の自動設定では、 EQ のバンド間干渉や分析フィ 
ルタの特性を考慮して、理想的な特性になるように補正しています。） 

•Auto MCACC ([ CUSTOM ]®[ ALL].[Keep SP System ] または [EQ Pro . & S - Wav 引）の 
測定後と Reverb Measurement(Manual MCACC の [EQ Professional ]) の測定後では定在 
波制御の設定値によって、残響特性グラフに違いび出ることびあります 。 Auto MCACC では定 
在波を制御した状態で残響測定をしているため定在波の影響を排除した残響特性グラフび表示 
されます。それに対し 、 Reverb Measurement では定在波を制御せずに残響測定するため定在 
波の影響を含んだ残響特性びご覧いただけます。お部屋の残響特性そのわの(定在波ちそのまま) 
の状態をご覧になりたい場合は 、 Reverb Measurement をお勧めします。 
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間 

寺 


B 


レベル 




A 


レベル 


グラフの見かた 








グラフの見かた（つづさ） I 


Ago Cal EQ Pro . の 
補正時間領域 （Advanced 
EQ Setup では選択可能） 


従来の MCACC による 
EQ 補正時間領域（固定） 




0 80 160 時間 [ ms ] 

補正時間位置の設定は、測定した残響特性のグラフを見て、(下のノ（夕ーン1〜3を参考に決めます。 

パターン1 . お域と高域で残響特性が異なる場合 

図2のよラな残響特性の部屋の場合、低域び大さく響いて高域びあまり響かないといラよラな特 
性になっています。従来の MCACC による EQ 補正では8日〜16日 [ ms ] 個2:ホの部分)のデータ 
を取得していたため、低域の音量び大さく高域びルさいと判断し、 EQ のカーブは高域を上げざみ 
に補正します。ところび、スピーカーから直接耳に届く約4日 ms じ(内の特性は高域を上げる必要 
びないくらい十分な音量び出ていますので、従来の EQ 補正では高域びさつく感じることびあり 
ました。このような場合にはスピーカーからの直接音を補正する意味で、 Advanced EQ Setup 
で30〜曰〇 [ ms ] 個2:青の部分）く!5いを指定して補正をすると、スピーカーか5の直接音(初 
期反射音を含む)がフラットになり、聞きやすい音場になります。 



160 時間 [ ms ] 


■Advanced EQ Setup での補正時間心置のホめかた 

従来の MCACC による EQ 補正では、マイク入力のデータ取得時間び8日〜16日 [ ms ] 個]:ホの 
部分)で固定になっていました。それに対して、よりプ□フェツシヨナルな EQ 補正びできる本機 
©Advanced EQ Setup では、日〜8日 [ ms ] の中の]ポイントに日 [ ms ] 幅）（図]:青の部分)をお 
客様び選択でさます。 

の 

•補正時間位置の設定は、製品本体の機能に Q Professional 」 の手動設定 Advanced EQ Setup 
での設定です。自動設定 ([Auto MCACC ]) を行った場合、この設定は不要です。(与 VSA - LX 己]/ 
101 8 AH 取扱説明書67ページ参照） 

図1マイク入力のデータ取得時間の比較 



レベル犯 


グラフの見かた 


0 


80 


20 


続< 表紙へ e 















グラフの見かた（つづさ） I 




補正時間 
指定ポイント 


Front R 


0 


80 


160 時間 [ ms ] 


ノくターン 3. 低域と高域、および各チヤンネルの残響特性が似ている場合 

図4のよラに、各周波数、各チヤンみレの残響特性び似ているよラな場合には、残響特性び悪影響 
を及ぼすことはありませんので、 Advanced EQ Setup で目〇〜80 [ ms ] 個4:緑の部分)く 5い 
を指定して補正することをお勧めします。そうすることで、直接音および残響音をすべて含んだ 
トータルでの補正が行われ、理想的な音場空間を再現できます。 



80 


Front L の低域 
Front R の低域 
Front L の高域 
Front R の高域 


160 時間 [ ms ] 


•Advanced EQ Setup の設定で、どの時間位置に設定するかわからないときは3日-5日 [ ms ] を 
指定してください。しかし、グラフ表示を見てその時間位圍こいずれかの周波数帯で特異な残響 
カーブびあるとさは、何か突発的な変化と考えられるため、 30-50 [ ms ] の時間位置は選択せず、 
他の時間位置を選んで<ださい。 

•Advanced EQ Setup での補正時間位圍ま、設定する時間位置を変更しなびら、聴感上もっと 
わ良いと感じる位置を選ぶのわ良い方法です。 

•補正時間位置の設定は、パソコン上では行えません。製品本体の機能 「Advanced EQ Setup 」 
の設定で、製品本体の日 SD 画面上でのみ行えます。 


パターン 2. チャンネルごとに强響特性が異なる場含 

図3のようにチャンネルごとに残響特 I 年び異なっている場合、従来の MCACC による EQ 補正では 
8日〜16日 [ ms ] (図3:赤の部分)のデータを取得していたため、スピーカーから音び放射されて 
から8日 [ ms ] じ(降に、徐々に各チャンネルの音色びそろってくるように補正していました(直接 
音の特性をそろえることは不可能でした)。しかし、音像の定位感や移動感、各スピーカーからの 
音のつなびりは、残響音ではなく各スピーカーからの直接音(初期反射音を含む)に左ちされます。 
このような場合には、 Advanced EQ Setup で30〜曰〇 [ ms ] (図3:青の部分）く 5いを指定し 
て補正をずると、各チャンネルの直接音がそろい、音像の定位感や移動感、各スピーカーか5の音 
のつながりが理想的な音場になりまず。 

図3 



レベル 


グラフの見かた 
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グラフの見かた（つづさ ） I 


Group Delay 


2007.071217:00 




Time[msec ] 伽 ^崎 

側160 L し 


[[广 Ch (7 Freq ] 


zLiT 


] 




MLJ 」 Jj 

ELiU Jj 

12 

RLJ 」 Jj 

如 

y — Bar Graph 


I-lie memo 



2007.12 .1517:35 


(5 - Ch 

r Freq 

[Left 

d 

zLiJ 

」d 

mLiI _ 

J d 

eLJ 」 

lI 凹 

fIjlI 

dl 如 1 

Bar Graph i 

File memo 




Channel memo 



Time [msec] 


これは、残響の大さい部屋だと考えられます。お客様のお好みにもよりますび、もし可能であれば、 
よりデッドな音響空間を作るため吸音材などの対策をとることをお勧めします。 

ケース2.特定のチャンネルのみ残響特性が異なっている場合 


これは、そのスピーカーの付近に、再生音に影響を与えるものびあると考えられます。もし可能で 
あれば、その影響を少なくする対策をとることをお勧めします。 
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■部屋の残響巧策の確認 

グラフから部屋の残響特性びわかります。じ(下に4つの例を挙げますので、グラフを見るとさの 
参考にしてください。 

ケース1 . 全周液数帯域でグラフがち上がりになっている場合 


Reverb 


i 


化の？3の巧巧巧が巧別的 


石占 Til 


-け化 A 化ル扣巧じが 


F 

の 



山〇‘丑占山ぶ 

のの W 如的摊巧が巧別 


古 PIP る一 


グラフの見かた 
























































グラフの見かた（つづさ ） I 


これは、その周波数帯の再生音に影響を与えるものびあると考えられます。もし可能であれば、そ 
の影響を少なくする対策をとることをお勧めします。 

ケース 4. 特定のチャンネルのみ立ち上がりが遅い場合 


これは、スピーカーの設置び不安定なときに起きることびあります。もし可能であれば、スピー 
力ースタンドなどの ± 台を しっかりと安定させることで、 他のスピーカーと特性をそろえること 
びでさる場合びあります。 

の 

いずれのケースも 、 [Auto MCACC ] ※を行うことで、部屋の特徴を考慮した補正時間位置を自動的に 
選択して補正するので、最適な音場を得ることびできます。(与 VSA - LX 己1/101 8 AH 取扱説明書12、 

60ぺージ参照） 

※に UST 日 M ] で測定を行うときは、に ustom Menu ] で [ ALL]、[Keep SP System ] または [EQ Pro . & S - Wave ] を 
選んだとさのみ残響を考慮した自動補正を行います。 
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ケース 3. 特定の周液数のみ强響特性が異なっている場含 


Group Delay | Parameters 


63.01-一 
62.0 


2007.12 .1517:35 
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グラフの見かた 
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r グラフの見かた （つづき)) 

■EQ 補正後の 残響 特性の表示 

この機能ではく EQ 補正: ON 〉 の状態での部屋の残響周波数特 I 年を表示することびできます。補正 
の効果は、補正前に比べて各周波数ごとのグラフび EQ の補正分だけ平行移動し、指定した時間軸 
上のあるポイントでグラフびそろラことで確認でさます。 EQ 補正後グラフ表示の簡単な手順例 
は(下のとおりです。 

①測定開始前に製品本体と PC を接続ずる。 卜 7 ぺージ) 

③ [Manual MCACC ] の [EQ Professional ] を選び、 [Reverb 
Measurement ] を [EQ OFF ] で行う。 

(与 8 ぺージ または VSA 丄 X 5 1/101 8 AH 取扱説明書 69 ぺージ参照） 

EQ 補正前の残響特性を測定します。 

-度も [Auto MCACC ] を行っていないときは、ここで [Auto MCACC ( ALL )] を行います 
(与 VSA - LX 日1/101 8 AH 取扱説明書12ページ参照)。 

⑤ [Data Management ] か引 Output PC ] でデータ受信•保巧をずる。 

EQ 補正前の残響特性グラフを表示することびでさます。 


④次に [Reverb Measurement ] を [EQ ON ] で行う。 

(^ 8 ページ または VSA 丄 X 5 1/101 8 AH 取扱説明書目 9 ぺージ参照） 

EQ 補正後の残響特性の測定は 、 [Auto MCACC ( ALL )] を行ったときと同じマイク位置で 
測定してくださし、また、製品本体で選ばれている MCACC MEM 日 R 丫内の EQ 値で測定さ 
れますので、残響特性の測定前にあらかじめ補正後の測定をしたい MCACC MEM 日 RY を 
選んでおいてください。 

⑥ [Data Management ] か引 Output PC ] でデータ受信•保存をずる。 

EQ 補正後の残響特性グラフを表示することびでさます(下のグラフは Advanced EQ 
Setup の補正時間位置を3日〜己日 [ ms ] で EQ 補正したあとの残響特性です)。 
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グラフの見かた 


だみ 

f Fr 村 

(inll 

过 

圧 

F 由， 

J ぶ 

羊 

vCr か 



1 

1 

を 

m 

な 






























グラフの見かた（つづさ） I 


■ EQ 補正後の强響特性グラフの表示タイプについて 

[ SYMMETRY ] または [FRONT AUGN ] の場合 

•表示タイプび Pair Ch 表示になります ( 一14ぺ~ジ ) 。それぞれの EQ 力~ブの特性上、 Each 加 
表示させると各チャンネ j レの残響特性は正しくそろいません。 

•補正前の残響特性は Each Ch 表示されるので、補正前後を比較したい場合は、補正前の表示夕 
イプを Pair 加表示にしてください。補正前後で表示されるチャンネル数び同じになり、比較す 
ることびでさます。 

[ALL CH ADJUST ] の場合 

•表示タイプび Each Ch 表示になります ( 一14ぺ~ジ )。 EQ 力~ブの特性上 、 Pair Ch 表示させる 
と各ペアチャンネ j レの残響特性は正しくそろいません。 

•補正前後とも同様に Each 加表示されるため、そのままの状態で比較することびできます。 

の 

•[Reverb Measurement ] などで測定された残響特性の PC 通信用データは、一度電源を日 FF に 
すると消去されてしまいます。 

•補正前と補正後のグラフは結果びわかりやすいように2次元表示させています。 


グラフの見かた 
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MCACC のパラターター表巧 


Advanced MCACC で測定した残響周波数特性の他にも、 MCACC MEM 日 R 丫内に設定されて 
いる全パラメーター(測定結果)をパソコン上で確認することびでさます。 

■表示できるパラメーター 

1 .Speaker Settin 呂(スピーカーシステムおよびク□スオーバー周波数） 

2. Channel Level ( スピーカー出カレベル） 

3. Speaker Distance (スピーカーまでの距離） 

4. Standing Wave Control (定在波制御のフイルター） 

5. Acoustic Cal EQ (視聴環境の周波数特性の補正卢 

6. X — Curve (視聴上の高域補正） 

《MCACC MEM 日 RY ごとに保存されている EQ 補正値の他に、 EQ 補正力ーブ名 （[Symmetry]、[All 加 Ad 山 st] または 
[Front Ali 呂 n] のいずれか)び表示されます。また、マニュアルで EQ を調整した MEM 日 RY は、に ustom] と表示されます。 
補正後の残響特性表示の測定 (一 24 ページ) は、この MEM 日 RY ごとの EQ 補正カーブを適用して残響測定び行われます。 


■各 MEMORY ごとの表示 

MEM 日 RY 1 〜 MEM 日 R 丫6まで、すべての MCACC MEM 日 R 丫のデータを受信し、表示できます 
び、备 MEM 日 R 丫ごとに表示することも可能です。 


か File (円 Ed けの Display め） Window(W) Help(H) 


[ ぷ iBkl© 松 I ぶ I 刮向 2I}|3D| る I 田 I—.I 



ucuir 1 

ttfii «inc I'd 1 

Reverb | Group Delay 

kluuaj り …; uu 

- MCACC Parameters - [MEMORY1] - 

IBHDMPM 

File memo 


Speaker Settinq 

Channel Level 

Speaker Distance 

Front 

Large 

Left 

-2.0d 巨 

Left 

2.89m 

Center 

Large 

Center 

-5.0dB 

Center 

2.63m 

Surround 

Large 

Right 

-2.5dB 

Right 

2.86m 

Surr Back 

Large X 2 

Surround R 

-2.5dB 

Surround R 

1 .的 m 

Sub Woofer 

Yes 

Surr Back R 

-fO.SdB 

Surr Back R 

2.33m 

Crossover 

如 Hz 

Surr Back し 

ぶ, 5d 日 

Surr Back L 

2.36m 



Surround L 

-ZOdB 

Surround L 

1.73m 

X-Curve 


Sub Woofer 

-5.5d 巳 

Sub Woofer 

2.84m 


の 

表示しされない項目びあるとさは、画面の中のスク□ールバーを動かして表示させてください。 


その他の機能 




巧ぶぶ 巧ぶぶ I 

3193319 3 31 

化た化 
化ぶぶ 化ぷぶ 

269226922 

186318631 


i ^ パ 
M な 如 
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アプ y ケーシヨンの更新/削巧/修復 


■アプリケーションの更新 

Advanced MCACC アプ U ケーションのバージョンアップび行われたときは、ダウン□-ドサ 
イトに最新のインストーラーファイルび添付されています。それをダウン□ー ドして、パソコン 
にアプ U ケーションを上書きインス!-ール(更新)することびできます。 

の 

アプ U ケーションのノくージョン情報を確認するには、メニューノく一から [Help] 一 [Version Info] 
を選びます。下記の画面び表示され、ノ くージョン (Version2.1 など）を確認でさます。 



①ダウン□ー ドした新しいインストーラーファイル をを ダブルクリックずる。 

InstallShi 目 Id ウイヴードび表示されるので、 アプリケーションのインスト~ル(4ぺ~ジ) 
の手順②〜⑥までを行います。 

③[インストール]を選ぶ。 

[Ver. 1 . 1 ] または [Ver. 1 .4] のアプ U ケーシヨンをインスIルしている方は⑤へ、 
[Ve「.2.0]ii (降の方は⑥へお進みください。 


ブ□クラムを惜ちする単棉げできました 
ウイザードは、イシストールを剛巧る準棉げできました。 



イシスト-ルの訪ミを韋賠した口変をする巧合は、「戻る」を如ッウしてください。「キ位もし」をウ 
リツウすると、ウイザードをが了します。 

現なの記ち； 


たットアッブタイプ； 

惜準 

イシストール先つおし巧； 

C:¥Progrann Files か ioneer Corporation^Pioneer Advanced MCACC¥ 
ユーザ憎卽； 

木木木木木木木木 
木木木木木木木木 


< 戻る(巨）イシスドー屯な rjj _キザシたル^ 


イシストール阻 


アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 
























アプリケーションの更新/削除/修復（つづき） 1 


⑤[はい]を選ぶ。 

既にインス!-ールされているアプ U ケーシヨンを削除します。 



④ [0 K ] を選ぶ。 

最新バージョンのインストールを開始します。 



⑥院了]を選ぶ。 



アプ IJ ケー ショ ンの更新を終了します。 

の 

1台の PC に異なる2つのバージョンのアプ U ケーションをインス!-ールすると、正常に動作し 
ないことびあります。また、アプ U ケーションをじ(前のパ'-ジョンに戻したいときは、現在インス 
I -ールされているアプ U ケーシヨンをアンインストール销 U 除）してからじ(前のバージヨンをイ 
ンストールし直してください。 

続く、 
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アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 


表紙へ© 





































アプリケーションの更新/削除/修復（つづき） 1 


■アプリケーションの削除 

次の2通りの方法で、パソコンからアプ U ケーションをアンインストール(削除)できます。 

方法1.パソコンのコント□ールパネルか!5削除ずる 

[スタート]メニューから、戲赶一[コント□-ルパネル]一[アプ U ケーンョンの追加と削除]を 
選んで行ってください。 

方法 2. 現在インストールされているバージョンのインストーラーファイルを 
起動して削除ずる 

の 

インストールしているノくージョンと異なるノくージョンのインス I -ーラーファイルを起動させて 
も、アプ U ケーションの削除はでさません。同じノくージョンのインス I -ーラーファイルを起動さ 
せて < ださい。 

①インストーラーファイル 巧 （ PioneerAdvancedMCACC 」_ ver _*_*. exe ) 
をダブルクリックずる。 

InstallShield ウィヴードび表示されます。 

③[次へ]を選ぶ。 

⑤「削除」を選んで[次へ]を選ぶ。 



続く 


アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 
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アプリケーションの更新/削除/修復（つづき） 1 


④梢 y 除]を選ぶ C 


ブ□クラムの肖 IJ 瞄 

ご巧巧のシステムからプ叫’ラムを肖 I 聯するオプシむを遇巧しました。 


2SJ 

1L 


「肖 IJ 蹄」を州ッウして、]シピュ-夕から Pioneer Advanced MCACC を肖 ij 蹄してください。肖 ij 
陆を実巧すると、このプ□クラムは、 f ま巧できむくな口ます。 


記ちを韋賠した口蛮をする場合は、「戻る」をウリッウします。 


戻る(目） _[ 肖 I 齡化）.. I _キ V シたル」 


⑥[完了]を選ぶ。 


InstallShield ウィザードは 、 Pioneer Advanced MCACC を正 
巧にイシスト-ルしました。「完下」をウリッウして、りイザ-ドをが了 
してくだざい。 



xJ 


盖 T 概 I :： 


^ 一 ' — ; 


アプリ ケーシヨンの削除を終了します。 


アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 
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アプリケーションの更新/削除/修復（つづき） 1 


■アプリケーションの修復 

デスクトップ上のショートカットを削除してしまったときなどに[修勒を行うと、インストール 
した状態に戻すことびでさます。 

の 

インストールしているバージョンと異なるバージョンのインス I -ーラーファイルを起動させて 
も、アプ U ケーションの修復はでさません。同じノくージョンのインストーラーファイルを起動さ 
せて < ださい。 

① 現在インストールされているバージョンのインストーラーファイル 質 を夕 
ブルクリックずる。 

InstallShield ウィヴードび表示されます。 

② [次へ]を選ぶ。 

⑤「修復」を選んで[次へ]を選ぶ。 



続く 占 


アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 


31 


表紙へ© 













アプリケーションの更新/削除/修復（つづき） 1 


④[インストール]を選ぶ。 



⑥院了]を選ぶ。 



アプ IJ ケー シヨ ンの修復を終了します。 


■アプリケーションの変更 

VSA - LX 51/1 日 18 AH 用のアプ U ケーションでは陵到は使用しません。 


アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 
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困ったとを 


Advanced MCACC アプ U ケーシヨンを使うとさ、ご使用のパソコンのシステム環境や他のア 
プ U ケーシヨンとの相性など、さまざまな要因によってエラーなどび出ることびあります。その 
ようなときには、参考のため(下のトラブルシューティング項目をご覧になってください。それ 
でも問題び解決しない場合は、パイオニア•カスタマーヴポートセンターへご相談ください。 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フ U —コール） 

□ 120 - 944-222 

(受付時間など詳細については、本取扱説明書の表紙および製品本体の 
取扱説明書に情報びあります。） 


ンの動作が不安定/異常な動作をずる 


原因1 ) 使用しているパソコンの環境が必要条件を満たしていない場合、動作が 
遅くなったりフリーズしたりずるなど、不安定になる場合がありまず。 

► アプ | J ケ~ションを使用するための PC 環境の必要条件にぺ~ジ) をご確認 < だ 
さい。すべての条件び満たされないと、アプ U ケーションはご使用になれません。 

原因 2) パソコン環境の必要条件を満たしていても、アプリケーション上でたく 
さんのファイルを開さ、そのずベてを MCACC Para で表示させると、 
パソコンのメモリ不足によりエラーメッセージが表示されることがあ 
りまず。 

^下記のエラーび出たとさは、開いているファイルのいくつかを閉じるか、アプ u 
ケーション自体を一度終了させてから再び起動させてください。また、たくさんの 
ファイル比較をしたいときは印刷機能 ( Print ) を使ってプ U ントアウトし、紙で比 
較することをお勧めします。 



Adv 且 n( ed Mt AC C 


Not enough storage is available to process this command. 


困つたとを 





表紙へ© 
























困ったとき（つづき） 1 


Advanced MCACC アプリケーシヨンをインストールできない 


原因 1) システムリソースが足りないなどの理由で、エラーメッセージが表示さ 
れることがありまず。 

一下記のエラーび出たとさは、パソコンを再起動して、他のアプ U ケーションを起動し 
ない状態で、インストーラーファイル ( PioneerAdvancedMCACCLLve し* _* exe ) 
を起動してください。 



O InstallShield 亡ぶ y CiKernel.exe) をイ ^ ストールできませんでした。 
おちしたテ V W スから i 売み ■ 巧れません。 


! .0Y 


原因 2 )Advanced MCACC アプリケーシヨンと他のソフトウエアとの相性 
により、インストールがうまくいかないことがありまず。 

一(下の順番で実行してみてください。 

1) パソコンで他のアプ U ケーシヨンも起動している場合は、他のアプ U ケーシヨンを終 
了してから、インストーラーファイル ( PioneerAdvancedMCACC 丄 ve し * _* exe ) を 
起動してください。 

2) それでもうまくいかない場合は、パソコンを再起動して、他のアプ U ケーシヨンを起動 
しない状態で、インストーラーファイル ( PioneerAdvanceclMCACC 丄 ve し* _* exe ) 
を起動してください。 

続 


困つたとを 
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困ったとき（つづき） 1 


続< 表紙へ e 
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測定データをパソコ ンへ 転送できない 


原因1 ) 偶発的に転送エラーが起こることがありまず。 

一一度エラーび起こった場合でわ、わラ]回データ転送を試してください。通信可能に 
なるとさびあります。 

原因 2) データ送受信時のエラーにより、下記のようなエラーメッセージが表示 
されることがありまず。 


1 imeout occurred. 


写 K::]l 



^1^下の項目をひとつずつ試してみてください。 

1 ) 製品本体のセットアップ画面に、に tart the MCACC application on your 
PC ] と表示されているか確認する。（この表示は、製品本体からびパソコンへデー 
夕転送可能な状態であることを表しています。） 

2) RS -232 C ケーブルび正しくつなびれているか確認する。（ケーブルの接続を変更 
するとさは、各機器の電源コードをコンセントから抜いてから行ってください。） 

3) 他のアプ U ケーシヨンを終了する。 

4) C 日 M ポート番号を確認する。 

5) 使用している RS -232 C ケーブルび正しいタイプのものか確認する。 (一7ぺージ ） 

6) Advanced MCACC アプ U ケーシヨンを再起動する。 

7) パソコンを再起動する。 

原因 3) 下記のエラーメッセージが表示されて、データ通信できない状態になっ 
ていることがありまず。 

パソコンまたは、その C 日 M ポートを使用しているアプ U ケーシヨンソフトの取扱説 
明書をご覧になり、接続している C 日 M ポートを通信でさる状態にしてください。 


Advanced MCACC 




OK 


Advanced MCACC 


困つたとを 













































困ったとき（つづき） 1 


Group Delay | Parameters | 


2007.07.12 17:00 



M 团 」 Jj 

eLiO -lJ 回 

rLJ 」^國 


Bar Graph I 


原因 1) と同じエラーび出たとさは、パソコンを再起動して他のアプ U ケ- 
を起動しない状態で、インス I -ーラーファイル 
( PioneerAclvanceclMCACC 」_ ver _*_*. exe ) を起動してく ださい。 


-シヨン 


原因 2 )Advanced MCACC アプリケーシヨンと他のソフトウエアとの相性 
により、インストールがうまくいかないことがありまず。 

一下の順番で実行してみてください。 

1) パソコンで他のアプ U ケーシヨンも起動している場合は、他のアプ U ケーシヨン 
を終了してから、インス I -ーラーファイル 

( PioneerAclvanceclMCACC 」_ ver _*_*. exe ) を起動してく ださい。 

2) それでもラまくいかない場合は、パソコンを再起動して、他のアプ U ケーシヨンを 
起動しない状態で、インス I -ー ラーつ アイルを起動してください。 


原因) ALL 表示している残響特性グラフは印刷できません。 


ALL 表示 


が刷したいチヤンみレまたは周波数の個別表示グラフに変更して、印刷してください。 


Copyri か tfc に抓 3-2007 Pioneer Corporation. All Rights Reserved 



1 ime[msec] 



な iBkl 昼松 I お峰|向 2 D |3 d | る I 田し I 

Pions を r 學 


> File の Ed けの DispI が胁 Window(VW Help(H) 


-I 田 |X| 


Advanced MCACC アプリケーシヨンをノくージヨンアツプできない 


原因 1) システムリソースが足りないなどの理由で、エラーメッセージが表示さ 
れることがありまず。 

- ►Advanced MCACC アプリケーシヨンをインストールできない （34 ぺージ) の 


残響特性グラフを印刷できない 



困つたとを 
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困ったとき（つづき）) 


原因）ご使用任 
使えなレ 


ン操作で一部使用でさない機能がある 


ご使用の製品用ではないアプリケーションソフトを使用ずると、正しく 
いことがありまず。 

ご使用になっている製品型番を確認して、それに対応したアプ U ケーションソフトを 
使用してください。 


パソコンと RS -232 C ケーブルでつないであるとき、製品本体が誤作動ずる 


原因）製品本体とパソコンを RS -232 C ケーブルで接続している場合、パソコ 
ンを操作したときに自動的に製品の電源が入ることがありまず。 

使用しないとさは接続を外しておいてください。 


EQ 補正後残響周液数特性表示のグラフがフラットにそろわない 


原因1 ) グラフの傾斜は残響特性を示していまず。部屋の残響特性そのものは、 
EQ 補正だけでは直ずことができないため、グラフの傾斜角度は補正前 
後でも同じになりまず。 

補正により、各周波数ごとのグラフび EQ の補正分だけ水平移動します。補正の効果 
は、指定した時間軸上のあるポイントでそろうことび確認できます。 

残響特性(グラフの形状)そのわのは、視聴環境を改善しないと変化しません。 

(一19〜21ぺージ） 

原因 2) さまざまな原因によって、 SYMMETRY や ALL CH ADJ で EQ 補正を 
巧っても周液数特性のグラフはフラットにな!5ないことがありまず。 

MCACC では、無理な補正をせず、音質的に最良となるよう自動的に補正を行います。 


Manual MCACC の EQ Adjust で調整した補正量が補正後表示のグラフに 
反映されない 


原因）残響周液数特性の表示では、各帯域を分析フィルタで分析したものを表 
示しまず。一方、 EQ 補正は専用のフィルタを使用して信号の補正を行つ 
ており、分析フィルタと EQ 補正専用フィルタのお状の違いがグラフに 
反映されないことが原因でず。 

Auto MCACC の場合は、このフィルタ形状による違いも考慮したうえで補正を行つ 
ています。 


スピーカーシステムの設定で [ SMALL ] と設定されたスピーカーの低域が 
補正されていない 


原因） [ SMALL ] に設定されたスピーカーは、 EQ による低域の補正は巧いま 
せんが、残響特性の表示はスピーカーか！5出る音の純粋な特性を示ずた 
め、低域補正をしていない状態での特性がそのまま表示されまず。 

MCACC はスピーカーの再生能力に応じて適切な補正を行っているため、に MALL ] 
に設定されたスピーカーの低域補正には問題ありません。 
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